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 第 2 章では、現代において、外国人像を担う役割語としてどのような表現手段が用いられているかを実例を挙
げて述べる。そして、カタコト日本語を話さない外国人との対比から、カタコト日本語が付与する人物像は主人
公と切磋琢磨する発話者には該当しないものであることを指摘する。 




















 A4 判 160 頁。公刊論文 4 本および口頭発表 4 件を基盤とし、さらに書き下ろしを含んでいる。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
 本論文は、役割語（発話者の人物像と結びついた発話形式のステレオタイプ）研究に新しい知見を付け加えた。
まず、日本人にとって外国人はカタコトの日本語を話すというステレオタイプが存在することを指摘した点であ
る。これは、カタコトを期待される外国人が流暢な日本語を話すと、周囲に驚きや違和感を与えるという描写の
存在から示されている。さらに、そのカタコトの特徴は、話し手の外国人が西洋人か東洋人かという違いによっ
て分化する傾向があることも示された。もっとも大きな違いは、西洋人は敬体（丁寧・丁重語使用）であるのに
対し、東洋人は常体（丁寧・丁重語不使用）の傾向が強いことである。その要因を申請者は第 2次世界大戦後の
日本の社会状況に求めている。すなわち、終戦直後日本はアメリカの占領下にあり、連合国側の外国人＝西洋人
は日本人より強い権力を持っていたため、日本人は西洋人に対し敬体で話すことが多かった。その結果西洋人は
敬体を学習する機会が多いため、敬体を中心に学習したであろう。一方戦後日本社会の中で東洋人は必ずしも十
分な日本語教育を受ける機会を持たず、厳しい労働環境の中で働かされることが多かった。その結果、東洋人は
敬体を学習する機会が十分でなく、最低限の言語運用で日々の生活をやりくりせざるを得なかった。こういった
状況がステレオタイプ化し、それぞれの役割語となったというものである。このように、日本人側の発話から出
発する言語のステレオタイプのあり方を、申請者は「二次的ステレオタイプ」と呼んだ。二次的ステレオタイプ
の考え方は、一部の役割語の形成過程を考える上で今後重要な鍵となっていくものと期待され、この点をとって
みても本論文の研究史に対する貢献度が評価できる。 
 しかし、なおいくつかの課題も残されている。まずその「二次的ステレオタイプ」の適用範囲をどこまでとす
るか（例えば幼児語における母親の発話の扱いなど）、また何が「二次的」なのかということも含めた命名の妥当
性が十分検討されていない。常体・敬体の対立の発生基盤を主に戦後の日本の状況に求めた点も疑問が残る。す
なわち、先行研究で明らかにされている幕末から戦前の状況の中でも、西洋人のカタコトやピジンは一貫して敬
体を使用するように描写されていたのに対し、中国人は特に大正年間以降、常体で描写されることが多くなった。
この状況と戦後との接続があるのかないのかという問題はさらに検討されなければならない。歴史的資料の扱い
に不十分あるいは適切性を欠く箇所が見られること、第 6章の内容が他の章に対して幾分異質であり、また統計
処理にも問題が残されていること、第 5章の「おお＋人名」の類型はカタコトと言うよりは翻訳文型の問題であ
り、カタコトと翻訳はむしろ相補分布の中で考えなければならないこと等も指摘できる。 
 このように、未だ解決されない問題が内包されてはいるものの、やはり本論文は当該の問題を扱う研究の中で
は優れた成果を示しており、博士（文学）の学位論文として十分な水準に達しているものと結論づけられる。 
 
